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【独⽴⾏政法⼈ 国⽴⻑寿医療研究センター】 （単位：円）

資産の部

Ⅰ 流動資産

現⾦及び預⾦ 2,863,937,407

医業未収⾦ 861,928,205

貸倒引当⾦ △ 5,088,378 856,839,827

未収⾦ 147,163,577

医薬品 23,365,137

診療材料 11,518,275

給⾷⽤材料 1,096,726

貯蔵品 7,649,822

前渡⾦ 402,675

未収収益 38,706

その他流動資産 4,447,031

流動資産合計 3,916,459,183

Ⅱ 固定資産

１ 有形固定資産

建物 4,545,746,678

減価償却累計額 △ 604,681,644 3,941,065,034

構築物 99,108,135

減価償却累計額 △ 15,445,739 83,662,396

医療⽤器械備品 1,050,870,801

減価償却累計額 △ 532,737,422 518,133,379

その他器械備品 5,332,194,075

減価償却累計額 △ 2,207,397,822 3,124,796,253

土地 3,293,584,482

有形固定資産合計 10,961,241,544

２ 無形固定資産

ソフトウェア 1,398,600

電話加入権 88,000

その他無形固定資産 9

無形固定資産合計 1,486,609

３ 投資その他の資産

破産更⽣債権等 21,952,174

貸倒引当⾦ △ 21,952,174 0

⻑期貸付⾦ 17,400,000

投資その他の資産合計 17,400,000

固定資産合計 10,980,128,153

資産合計 14,896,587,336

科          目 ⾦            額

貸 借 対 照 表
（平成２５年３⽉３１⽇）
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【独⽴⾏政法⼈ 国⽴⻑寿医療研究センター】 （単位：円）

科          目 ⾦            額

負債の部

Ⅰ 流動負債

運営費交付⾦債務 241,067,152

預り寄附⾦ 25,869,470

⼀年以内返済⻑期借入⾦ 102,050,777

買掛⾦ 187,707,719

未払⾦ 1,621,889,012

⼀年以内⽀払リース債務 85,898,400

前受⾦ 16,233,185

預り⾦ 96,342,132

未払費⽤ 225,067

引当⾦

賞与引当⾦ 231,892,123 231,892,123

流動負債合計 2,609,175,037

Ⅱ 固定負債

資産⾒返負債

資産⾒返運営費交付⾦ 646,766,441

資産⾒返補助⾦等 445,578,314

資産⾒返寄附⾦ 22,692,742 1,115,037,497

⻑期借入⾦ 544,739,407

リース債務 281,295,000

引当⾦

退職給付引当⾦ 890,648 890,648

固定負債合計 1,941,962,552

負債合計 4,551,137,589

純資産の部

Ⅰ 資本⾦

政府出資⾦ 10,333,706,713

資本⾦合計 10,333,706,713

Ⅱ 資本剰余⾦

資本剰余⾦ 1,481,689,721

損益外減価償却累計額（△） △ 2,068,437,142

資本剰余⾦合計 △ 586,747,421

Ⅲ 利益剰余⾦

積⽴⾦ 82,545,944

当期未処分利益 515,944,511

（うち当期総利益） （ 515,944,511 ）

利益剰余⾦合計 598,490,455

純資産合計 10,345,449,747

負債純資産合計 14,896,587,336
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【独⽴⾏政法⼈ 国⽴⻑寿医療研究センター】 （単位：円）

経常費用
業務費

給与費 4,343,887,111

材料費 1,423,107,245

委託費 294,067,642

経費 2,077,379,339

設備関係費 791,435,482

その他 1,423,629 8,931,300,448

⼀般管理費
給与費 240,066,847

経費 47,331,992

減価償却費 1,720,656 289,119,495

財務費用 10,054,995

その他経常費用 20,709,298

経常費用合計 9,251,184,236

経常収益
運営費交付⾦収益 3,526,485,427

補助⾦等収益 64,119,000

業務収益
医業収益 5,357,454,898

研修収益 33,678,750

研究収益 606,089,073 5,997,222,721

寄附⾦収益 4,794,735

資産⾒返負債戻⼊
資産⾒返運営費交付⾦戻⼊ 74,103,761

資産⾒返補助⾦等戻⼊ 106,496,572

資産⾒返寄附⾦戻⼊ 5,849,062 186,449,395

施設費収益 2,221,931

財務収益 3,020,338

その他経常収益 31,137,837

経常収益合計 9,815,451,384

経常利益 564,267,148

臨時損失
固定資産除却損 8

固定資産除却費 48,322,629

48,322,637

当期純利益 515,944,511

当期総利益 515,944,511

損 益 計 算 書
（平成２４年４⽉１⽇〜平成２５年３⽉３１⽇）

科          目 ⾦            額
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【独⽴⾏政法⼈ 国⽴⻑寿医療研究センター】 （単位：円）

Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー

⼈件費支出 △ 4,481,592,454

材料の購⼊による支出 △ 1,403,553,061

その他の業務支出 △ 2,624,370,894

運営費交付⾦収⼊ 3,742,683,000

補助⾦等収⼊ 67,925,000

補助⾦等の精算による返還⾦の支出 △ 43,041,000

寄附⾦収⼊ 18,150,000

医業収⼊ 5,290,901,010

研修収⼊ 33,723,750

研究収⼊ 566,557,630

その他の収⼊ 29,009,847

小計 1,196,392,828

利息の支払額 △ 10,090,693

利息の受取額 3,341,952

業務活動によるキャッシュ・フロー 1,189,644,087

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預⾦の預⼊による支出 △ 1,500,000,000

定期預⾦の戻⼊による収⼊ 2,000,000,000

有形固定資産の取得による支出 △ 1,854,721,508

無形固定資産の取得による支出 △ 1,554,000

施設費による収⼊ 625,259,000

施設費の精算による返還⾦の支出 △ 7,932,000

その他の投資活動による支出 △ 45,243,938

その他の投資活動による収⼊ 1,500,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 782,692,446

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

⻑期借⼊⾦の返済による支出 △ 101,965,104

リース債務償還による支出 △ 96,619,766

承継資産の回収による収⼊ 253,365

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 198,331,505

Ⅳ 資⾦増加額 208,620,136

Ⅴ 資⾦期⾸残⾼ 2,155,317,271

Ⅵ 資⾦期末残⾼ 2,363,937,407

キャッシュ・フロー計算書
（平成２４年４⽉１⽇〜平成２５年３⽉３１⽇）

科          目 ⾦            額
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【独⽴⾏政法⼈ 国⽴⻑寿医療研究センター】 （単位：円）

Ⅰ 当期未処分利益 515,944,511

当期総利益 515,944,511

Ⅱ 利益処分額

積⽴⾦ 515,944,511 515,944,511

利益の処分に関する書類
（平成２５年９⽉１８⽇）

科          目 ⾦            額
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【独⽴⾏政法⼈ 国⽴⻑寿医療研究センター】 （単位：円）

Ⅰ 業務費用

（１）損益計算書上の費用

業務費 8,931,300,448

⼀般管理費 289,119,495

財務費用 10,054,995

その他経常費用 20,709,298

臨時損失 48,322,637 9,299,506,873

（２）（控除）自己収入等

医業収益 △ 5,357,454,898

研修収益 △ 33,678,750

研究収益 △ 488,151,747

その他経常収益 △ 47,023,903 △ 5,926,309,298

業務費用合計 3,373,197,575

Ⅱ 損益外減価償却相当額 763,471,481 763,471,481

Ⅲ 損益外減損損失相当額 110,045,954 110,045,954

Ⅳ 損益外除売却差額相当額 18,671,115 18,671,115

Ⅴ 引当外退職給付増加⾒込額 △ 38,150,777 △ 38,150,777

Ⅵ 機会費用

政府出資又は地方公共団体出資等の機会費用 55,731,858 55,731,858

Ⅶ ⾏政サービス実施コスト 4,282,967,206

⾏政サービス実施コスト計算書
（平成２４年４⽉１⽇〜平成２５年３⽉３１⽇）

科          目 ⾦            額
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注 記 事 項

Ⅰ．重要な会計方針

１．運営費交付金収益の計上基準

業務達成基準を採用しております。

２．減価償却の会計処理方法

（１）有形固定資産

定額法を採用しております。

なお、主な資産の耐用年数は以下のとおりであります。

建物 ２ ～ ４７年

構築物 ９ ～ ３０年

医療用器械備品 ２ ～ １５年

その他器械備品 ２ ～ １５年

また、特定の償却資産（独立行政法人会計基準第８７）の減価償却相当額については、損益

外減価償却累計額として資本剰余金から控除して表示しております。

（２）無形固定資産

定額法を採用しております。

３．退職給付に係る引当金及び見積額の計上基準

退職一時金のうち、運営費交付金により財源措置がなされれていないものについては、役職

員の退職給付に備えるため、期末自己都合要支給額に基づき退職給付引当金を計上しています。

また、退職手当一時金のうち、運営費交付金により財源措置がなされるものについては、退

職給付にかかる引当金は計上していません。

なお、行政サービス実施コスト計算書における引当外退職給付増加見積額は、独立行政法人

会計基準第８９第４項に基づき計算された退職一時金に係る退職給付引当金の当期増加額を計

上しています。

４．貸倒引当金の計上基準

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

５．賞与引当金の計上基準

役員に対して支給する業績年俸及び職員に対して支給する賞与に備えるため、当該事業年度に

負担すべき支給見込額を計上しております。

６．たな卸資産の評価基準及び評価方法

（１）医薬品

最終仕入原価法に基づく低価法

（２）診療材料

最終仕入原価法に基づく低価法

（３）給食用材料

最終仕入原価法に基づく低価法
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（４）貯蔵品

金券類は個別法、その他は最終仕入原価法に基づく低価法

７．行政サービス実施コスト計算書における機会費用の計上方法

政府出資又は地方公共団体出資等の機会費用の計算に使用した利率

１０年利付国債の平成２５年３月末利回りを参考に０．５６４％で計算しております。

８．リース取引の処理方法

リース料総額が３００万円以上のファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係

る方法に準じた会計処理によっております。

リース料総額が３００万円未満のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に

係る方法に準じた会計処理によっております。

９．消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。

１０．金融商品の状況に関する事項

当センターは、資金調達については財政融資資金からの借入によっております。

また、当センターの診療報酬債権に係る回収リスクは、収入管理事務要領等に沿ってリスク

低減を図っております。

なお、借入金の使途は事業投資資金であり、主務大臣により認可された資金計画に沿って、

資金調達を行っております。

Ⅱ．貸借対照表

１．運営費交付金から充当されるべき退職一時金に係る退職給付引当金の見積額

１,４２３,７７６,５１６ 円

２．高度専門医療に関する研究等を行う独立行政法人に関する法律（平成20年法律第93号）附則第

8条第7項に基づく当該事業年度末における保証債務の総額 ６４６,７９０,１８４ 円

３．金融商品の時価等に関する事項

期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま

す。

（単位：百万円）

貸借対照表

区 分 時 価 差 額

計 上 額

（1）現金及び預金 ２,８６４ ２,８６４ －

（2）医業未収金 ８５７ ８５７ －

（3）長期借入金 (６４７) (６７５) (△２８)

（4）買掛金 (１８８) (１８８) (－)

（5）未払金 （１,６２２) （１,６２２) (－)

係数は原則として四捨五入によっているので、端数において合計とは一致しないものがあります。

（注１）負債に計上されているものは（ ）で示しております。
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（注２）金融商品の時価の算定方法に関する事項

（1）現金及び預金，（2）医業未収金

これらは、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、

当該帳簿価額によっております。

（3）長期借入金

これらの時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想

定される利率で割り引いて算定する方法によっております。

（4）買掛金，（5）未払金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額に等しいことから、帳簿価

額によっております。

Ⅲ．損益計算書

国又は地方公共団体からの受託による収益の科目別内訳

① 研究収益 ５,８００,０００ 円

② 研修収益 １２,６００,０００ 円

③ その他経常収益 ２５,２００ 円

合 計 １８,４２５,２００ 円

Ⅳ．キャッシュ・フロー計算書

１．資金の期末残高と貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 ２,８６３,９３７,４０７ 円

現金及び預金勘定のうち定期預金 ５００,０００,０００ 円

資金期末残高 ２,３６３,９３７,４０７ 円

２．重要な非資金取引

① ファイナンス・リースによる資産の取得 ３８１,１５０,０００ 円

② 無償譲与による資産の取得 ７,３５６,０００ 円

３．承継資産の回収による収入

承継資産の回収による収入は、国から承継した医業未収金、破産更生債権等に係る収入であり

ます。

Ⅴ．行政サービス実施コスト計算書

国からの出向職員に係る引当外退職給付増加見込額は １,５３２,７２８ 円であります。

Ⅵ．固定資産の減損関係

減損を認識した固定資産

（１）固定資産の用途、種類、場所等の概要
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用 途 実験動物施設棟

種 類 建 物

場 所 愛知県大府市森岡町源吾３５

帳簿価格 実験動物施設棟 １１０,０４５,９５５円

（２）減損の認識に至った経緯

当期に取り壊しを行うために、平成２５年１月以降使用しないという決定を行っており同

月以降使用せず、当期内に除却しております。

（３）減損額のうち損益計算書に計上した金額と計上していない金額の主要な固定資産ごとの

内訳

損益計算書に計上した金額：該当なし

損益計算書に計上していない金額：

実験動物施設棟にかかる損益外減損損失相当額 １１０,０４５,９５４円

（４）回収可能サービス価額

売却見込みがないため、使用価値相当額により測定しております。使用価値相当額は、

使用しないという決定を行っているため備忘価格としております。

Ⅶ．オペレーティング・リース取引

１．貸借対照表日後一年以内のリース期間に係る未経過リース料 ６１,９２７,６８４ 円

２．貸借対照表日後一年を超えるリース期間に係る未経過リース料 １２,２４０,５３８ 円

Ⅷ．重要な債務負担行為

１．当事業年度末までに契約を締結し、翌事業年度以降に支払が発生する重要なものは、下記の

とおりです。

（単位：円）

契約内容 契約金額 翌事業年度以降の支払金額

バイオバンク棟新築整備

その他工事 ２９０,８６８,９００ １８０,８６８,９００

２．職員アパート４棟借り上げのため、最低月額賃料の概ね８９～９０％相当額を業者に補償し

ております。

１,４６４,７９３,２００ 円（当該年度末の極度額）

ただし、平成２５年６月１日現在において、最低月額賃料を上回っているところ

から、業者への補償は発生しておりません。

Ⅸ．重要な後発事象

該当事項はありません。
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,4
7

5

期
首

残
高

当
期

増
加

額
当

期
減

少
額

2
1

,1
9

4
,9

3
5

1
1

,0
1

7
,4

5
3

1
,0

2
3

,1
6

3

7
,4

0
5

,9
3

0

4
0

,6
4

1
,4

8
1

当
期

購
⼊

・
製

造
・

振
替

払
出

・
振

替
そ

の
他

7
5

7
,7

1
6

,5
5

3

5
6

5
,5

8
1

,3
1

3

5
9

,5
4

3
,3

8
3

5
1

6
,9

7
5

,6
7

1

1
,8

9
9

,8
1

6
,9

2
0

7
5

5
,5

3
5

,5
5

3

5
6

5
,0

7
9

,8
1

4

5
9

,4
6

9
,8

2
0

5
1

6
,7

3
1

,7
7

9

1
,8

9
6

,8
1

6
,9

6
6

1
0

,7
9

8

6
7

7

期
首

残
高

当
期

増
加

額
当

期
減

少
額

期
末

残
高

7
4

8
,7

5
5

,2
8

8
0

1
0

1
,9

6
5

,1
0

4
6

4
6

,7
9

0
,1

8
4

期
末

残
高

摘
 

 
要

区
 

 
 

分

財
政

融
資

資
⾦

種
類 計

医
薬

品
診

療
材

料
給

⾷
⽤

材
料

貯
蔵

品
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７
．

引
当

⾦
の

明
細

（
単

位
：

円
）

2
3

1
,8

9
2

,1
2

3

８
．

貸
付

⾦
等

に
対

す
る

貸
倒

引
当

⾦
の

明
細

（
単

位
：

円
）

当
期

増
減

額
期

末
残

高
△

 1
,3

0
1

,9
1

6
5

,0
8

8
,3

7
8

△
 1

,3
0

1
,9

1
6

5
,0

8
8

,3
7

8

0
0

0
0

3
,6

3
6

,6
0

5
2

1
,9

5
2

,1
7

4

3
,6

3
6

,6
0

5
2

1
,9

5
2

,1
7

4

2
,3

3
4

,6
8

9
2

7
,0

4
0

,5
5

2

（
注

）
１

．
⼀

般
債

権
に

つ
い

て
は

、
貸

倒
実

績
率

に
よ

り
、

回
収

不
能

⾒
込

額
を

計
上

し
て

お
り

ま
す

。
２

．
破

産
更

⽣
債

権
等

（
発

⽣
か

ら
１

年
以

上
経

過
し

た
医

業
未

収
⾦

及
び

未
収

⾦
）

に
つ

い
て

は
、

個
別

に
回

収
可

能
性

を
検

討
し

、
回

収
不

能
⾒

込
額

を
計

上
し

て
お

り
ま

す
。

９
．

退
職

給
付

引
当

⾦
の

明
細

（
単

位
：

円
）

期
末

残
高

摘
 

 
要

8
9

0
,6

4
8

退
職

⼀
時

⾦
に

係
る

債
務

8
9

0
,6

4
8

退
職

給
付

引
当

⾦
8

9
0

,6
4

8

１
０

．
資

産
除

去
債

務
の

明
細

 
 

該
当

事
項

は
あ

り
ま

せ
ん

。

１
１

．
法

令
に

基
づ

く
引

当
⾦

等
の

明
細

 
 

該
当

事
項

は
あ

り
ま

せ
ん

。

2
3

1
,8

9
2

,1
2

3

5
5

,5
3

2
,2

3
6

2
2

9
,4

2
5

,6
8

1
0

貸
倒

引
当

⾦
の

残
高

8
0

6
,3

9
5

,9
6

9

8
0

6
,3

9
5

,9
6

9

6
3

,9
8

7
,3

4
9

6
3

,9
8

7
,3

4
9

1
8

,3
1

5
,5

6
9

⼀
般

債
権

期
首

残
高

8
8

8
,6

9
8

,8
8

7

2
2

9
,4

2
5

,6
8

1

4
6

5
,4

2
0

4
6

5
,4

2
0

8
6

1
,9

2
8

,2
0

5

8
6

1
,9

2
8

,2
0

5

1
4

0
,0

7
8

,0
9

7

1
4

0
,0

7
8

,0
9

7

2
1

,9
5

2
,1

7
4

2
1

,9
5

2
,1

7
4

1
,0

2
3

,9
5

8
,4

7
6

6
,3

9
0

,2
9

4

6
,3

9
0

,2
9

4

期
末

残
高 7
1

1
,4

2
8

7
1

1
,4

2
8

目
的

使
⽤

そ
の

他

期
首

残
高 4
6

5
,4

2
0

当
期

増
減

額
5

5
,5

3
2

,2
3

6

7
6

,0
9

0
,7

4
8

7
1

1
,4

2
8

当
期

減
少

額
2

8
6

,2
0

0

2
8

6
,2

0
0

2
8

6
,2

0
0

7
6

,0
9

0
,7

4
8

3
,6

3
6

,6
0

5

3
,6

3
6

,6
0

5

1
3

5
,2

5
9

,5
8

9

区
 

 
 

分
退

職
給

付
債

務
合

計
額

摘
 

 
要

期
首

残
高

貸
付

⾦
等

の
残

高

医
業

未
収

⾦

破
産

更
⽣

債
権

等

当
期

増
加

額

1
8

,3
1

5
,5

6
9

破
産

更
⽣

債
権

等
計

未
収

⾦
⼀

般
債

権
0 0

1
8

,3
1

5
,5

6
9

1
8

,3
1

5
,5

6
9

2
4

,7
0

5
,8

6
3

期
末

残
高

摘
 

 
要

期
首

残
高

当
期

増
加

額
当

期
減

少
額

賞
与

引
当

⾦

区
 

 
 

分

区
 

 
 

分
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１
２

．
保

証
債

務
の

明
細

（
単

位
：

円
）

保
証

料
収

益
件

数
⾦

額
件

数
⾦

額
件

数
⾦

額
件

数
⾦

額
⾦

額

(1
0

2
,0

5
0

,7
7

7
)

1
7

4
8

,7
5

5
,2

8
8
－

0
1

1
0

1
,9

6
5

,1
0

4
1

6
4

6
,7

9
0

,1
8

4
－

（
注

）
１

．
国

⽴
高

度
専

門
医

療
に

関
す

る
研

究
等

を
⾏

う
独

⽴
⾏

政
法

⼈
に

関
す

る
法

律
附

則
第

8条
第

7項
に

基
づ

き
、

各
国

⽴
高

度
専

門
医

療
 

セ
ン

タ
ー

は
、

厚
⽣

労
働

⼤
⾂

が
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
当

該
国

⽴
高

度
専

門
医

療
セ

ン
タ

ー
以

外
の

国
⽴

高
度

専
門

医
療

セ
ン

タ
ー

が
 

承
継

し
た

旧
特

別
会

計
の

財
政

融
資

資
⾦

か
ら

の
借

⼊
⾦

債
務

を
保

証
し

て
お

り
ま

す
。

２
．

（
 

）
は

、
１

年
以

内
保

証
債

務
減

少
予

定
額

を
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

１
３

．
資

本
⾦

及
び

資
本

剰
余

⾦
の

明
細

（
単

位
：

円
）

期
末

残
高

摘
 

 
要

資
本

⾦
政

府
出

資
⾦

1
0

,3
3

3
,7

0
6

,7
1

3

1
0

,3
3

3
,7

0
6

,7
1

3

資
 

 本
資

本
剰

余
⾦

剰
余

⾦
施

設
費

1
,0

5
6

,0
5

7
,0

6
9

運
営

費
交

付
⾦

0

補
助

⾦
等

0

寄
附

⾦
等

0

目
的

積
⽴

⾦
0

損
益

外
除

売
却

差
額

相
当

額
△

 1
6

1
,5

3
1

,6
0

3
注

１
そ

の
他

5
8

7
,1

6
4

,2
5

5

1
,4

8
1

,6
8

9
,7

2
1

損
益

外
減

価
償

却
累

計
額

2
,0

6
8

,4
3

7
,1

4
2

注
１

損
益

外
減

損
損

失
累

計
額

0

損
益

外
利

息
費

⽤
累

計
額

0

△
 5

8
6

,7
4

7
,4

2
1

（
注

）
１

．
当

期
減

少
額

は
、

「
第

８
７

特
定

の
償

却
資

産
」

に
該

当
す

る
資

産
の

減
少

に
よ

る
も

の
で

す
。

1
1

0
,0

4
5

,9
5

4

1
8

2
,5

3
9

,6
3

4

計

期
首

残
高

当
期

増
加

0

当
期

増
加

額
当

期
減

少
額

0

当
期

減
少

期
末

残
高

区
 

 
 

 
 

 
 

分

差
引

計

計

0
0

1
,0

5
6

,0
5

7
,0

6
9

1
5

7
,4

9
9

,7
7

5

1
,0

5
6

,0
5

7
,0

6
9 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0

0

1
5

7
,4

9
9

,7
7

5 0 0

2
8

,7
8

2
,7

0
6

1
1

0
,0

4
5

,9
5

4 0

7
6

3
,4

7
1

,4
8

1

1
8

,6
7

1
,1

1
5

0

△
 7

5
0

,6
1

5
,9

4
0

旧
特

別
会

計
の

財
政

融
資

資
⾦

か
ら

の
負

債
に

係
る

保
証

債
務

区
 

 
 

分

0 0 0 0

1
,3

3
3

,7
4

8
,3

6
7 0

期
首

残
高

1
0

,3
3

3
,7

0
6

,7
1

3

1
0

,3
3

3
,7

0
6

,7
1

3 0

△
 4

,0
3

1
,8

2
8

5
8

7
,1

6
4

,2
5

5

5
8

3
,1

3
2

,4
2

7
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１
４

．
積

⽴
⾦

の
明

細
（

単
位

：
円

）
摘

 
 

要

（
注

）
 当

期
増

加
額

は
独

⽴
⾏

政
法

⼈
通

則
法

第
４

４
条

第
１

項
の

規
定

に
従

い
、

前
期

の
利

益
処

分
に

お
い

て
整

理
し

た
額

で
す

。

１
５

．
目

的
積

⽴
⾦

の
取

崩
し

の
明

細
 

 
該

当
事

項
は

あ
り

ま
せ

ん
。

１
６

．
運

営
費

交
付

⾦
債

務
及

び
当

期
振

替
額

等
の

明
細

（
１

）
運

営
費

交
付

⾦
債

務
の

増
減

の
明

細
（

単
位

：
円

）

0
5

0
0

,7
2

2
,8

0
4

0

0
3

,5
0

1
,6

1
5

,8
4

8
2

4
1

,0
6

7
,1

5
2

0
4

,0
0

2
,3

3
8

,6
5

2
2

4
1

,0
6

7
,1

5
2

平
成

２
４

年
度

区
 

 
 

分
期

首
残

高
当

期
増

加
額

当
期

減
少

額
期

末
残

高

小
 

 
計

当
期

振
替

額

運
営

費
交

付
⾦

収
益

資
産

⾒
返

0

5
0

0
,7

2
2

,8
0

4

3
,7

4
2

,6
8

3
,0

0
0

3
,7

4
2

,6
8

3
,0

0
0

期
首

残
高

交
付

⾦
当

期
交

付
額

積
⽴

⾦
0

8
2

,5
4

5
,9

4
4

0
8

2
,5

4
5

,9
4

4
注

平
成

２
３

年
度

5
0

0
,7

2
2

,8
0

4
0

2
3

4
,1

0
9

,9
5

1
2

6
6

,6
1

2
,8

5
3

資
本

剰
余

⾦
交

付
年

度
運

営
費

交
付

⾦
期

末
残

高

3
,2

9
2

,3
7

5
,4

7
6

3
,5

2
6

,4
8

5
,4

2
7

2
0

9
,2

4
0

,3
7

2

4
7

5
,8

5
3

,2
2

5
計

-15-



（
２

）
運

営
費

交
付

⾦
債

務
の

当
期

振
替

額
の

明
細

平
成

２
３

年
度

交
付

分
（

単
位

：
円

）

２
．

当
該

業
務

に
関

す
る

損
益

等

 
ア

．
研

究
業

務
0

円
 

イ
．

臨
床

研
究

業
務

1
6

3
,9

3
6

,8
1

0
円

 
ウ

．
教

育
研

修
業

務
0

円
 

エ
．

情
報

発
信

業
務

0
円

 
オ

．
そ

の
他

7
0

,1
7

3
,1

4
1

円

３
．

運
営

費
交

付
⾦

収
益

化
額

の
積

算
根

拠
 

 
年

度
計

画
の

予
定

ど
お

り
に

遂
⾏

し
た

業
務

に
つ

い
て

、
各

業
務

に
当

て
ら

れ
て

る
運

営
費

交
付

⾦
の

計
画

額
を

収
益

化

会
計

基
準

第
81

第
3項

に
よ

る
振

替
額

0

合
 

 
 

計
5

0
0

,7
2

2
,8

0
4

区
 

 
 

分
金
　
　
　
額

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

業
務

達
成

基
準

に
よ

る
振

替
額

１
．

業
務

達
成

基
準

を
採

⽤
し

た
業

務
：

研
究

業
務

、
臨

床
研

究
業

務
、

教
育

研
修

業
務

、
情

報
発

信
業

務
、

そ
の

他

（
１

）
損

益
計

算
書

に
計

上
し

た
費

⽤
の

額
 ：

 2
34

,1
09

,9
51

円

（
２

）
固

定
資

産
の

取
得

額
 ：

 2
66

,6
12

,8
53

 円

計
5

0
0

,7
2

2
,8

0
4

費
⽤

進
⾏

基
準

に
よ

る
振

替
額

運
営

費
交

付
⾦

収
益

0

 
－

 
（

費
⽤

進
⾏

基
準

を
採

⽤
し

た
業

務
は

あ
り

ま
せ

ん
）

資
産

⾒
返

運
営

費
交

付
⾦

0

資
本

剰
余

⾦
0

計
0

期
間

進
⾏

基
準

に
よ

る
振

替
額

運
営

費
交

付
⾦

収
益

0

 
－

 
（

期
間

進
⾏

基
準

を
採

⽤
し

た
業

務
は

あ
り

ま
せ

ん
）

資
産

⾒
返

運
営

費
交

付
⾦

0

資
本

剰
余

⾦
0

計
0

運
営

費
交

付
⾦

収
益

資
産

⾒
返

運
営

費
交

付
⾦

2
6

6
,6

1
2

,8
5

3

2
3

4
,1

0
9

,9
5

1

資
本

剰
余

⾦
0
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平
成

２
４

年
度

交
付

分
（

単
位

：
円

）

２
．

当
該

業
務

に
関

す
る

損
益

等

 
ア

．
研

究
業

務
1

,0
6

4
,1

3
7

,7
0

5
円

 
イ

．
臨

床
研

究
業

務
1

,9
1

6
,9

3
6

,5
4

7
円

 
ウ

．
教

育
研

修
業

務
1

8
2

,0
1

7
,0

0
0

円
 

エ
．

情
報

発
信

業
務

1
,9

6
6

,0
0

0
円

 
オ

．
そ

の
他

1
2

7
,3

1
8

,2
2

4
円

３
．

運
営

費
交

付
⾦

収
益

化
額

の
積

算
根

拠
 

 
年

度
計

画
の

予
定

ど
お

り
に

遂
⾏

し
た

業
務

に
つ

い
て

、
各

業
務

に
当

て
ら

れ
て

る
運

営
費

交
付

⾦
の

計
画

額
を

収
益

化

区
 

 
 

分
金
　
　
　
額

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

業
務

達
成

基
準

に
よ

る
振

替
額

運
営

費
交

付
⾦

収
益

3
,2

9
2

,3
7

5
,4

7
6

１
．

業
務

達
成

基
準

を
採

⽤
し

た
業

務
：

研
究

業
務

、
臨

床
研

究
業

務
、

教
育

研
修

業
務

、
情

報
発

信
業

務
、

そ
の

他

（
１

）
損

益
計

算
書

に
計

上
し

た
費

⽤
の

額
 ：

 3
,2

92
,3

75
,4

76
円

資
産

⾒
返

運
営

費
交

付
⾦

2
0

9
,2

4
0

,3
7

2

（
２

）
固

定
資

産
の

取
得

額
 ：

 2
09

,2
40

,3
72

 円

計
3

,5
0

1
,6

1
5

,8
4

8

資
本

剰
余

⾦
0

期
間

進
⾏

基
準

に
よ

る
振

替
額

運
営

費
交

付
⾦

収
益

0

 
－

 
（

期
間

進
⾏

基
準

を
採

⽤
し

た
業

務
は

あ
り

ま
せ

ん
）

資
産

⾒
返

運
営

費
交

付
⾦

0

資
本

剰
余

⾦
0

計
0

費
⽤

進
⾏

基
準

に
よ

る
振

替
額

運
営

費
交

付
⾦

収
益

0

 
－

 
（

費
⽤

進
⾏

基
準

を
採

⽤
し

た
業

務
は

あ
り

ま
せ

ん
）

資
産

⾒
返

運
営

費
交

付
⾦

0

資
本

剰
余

⾦
0

計
0

会
計

基
準

第
81

第
3項

に
よ

る
振

替
額

0

合
 

 
 

計
3

,5
0

1
,6

1
5

,8
4

8

-17-



（
３

）
運

営
費

交
付

⾦
債

務
残

高
の

明
細

（
単

位
：

円
）

 
－

 
（

期
間

進
⾏

基
準

を
採

⽤
し

た
業

務
は

あ
り

ま
せ

ん
）

 
－

 
（

費
⽤

進
⾏

基
準

を
採

⽤
し

た
業

務
は

あ
り

ま
せ

ん
）

１
７

．
運

営
費

交
付

⾦
以

外
の

国
等

か
ら

の
財

源
措

置
の

明
細

（
１

）
施

設
費

の
明

細
（

単
位

：
円

）

6
2

3
,0

3
7

,0
6

9
2

,2
2

1
,9

3
1

独
⽴

⾏
政

法
⼈

国
⽴

⻑
寿

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

施
設

整
備

費
補

助
⾦

区
 

 
 

 
 

分

交
付

年
度

摘
 

要
資

本
剰

余
⾦

残
高

の
発

⽣
理

由
及

び
収

益
化

等
の

計
画

当
期

交
付

額
左

の
会

計
処

理
内

訳
建

設
仮

勘
定

⾒
返

施
設

費

6
2

5
,2

5
9

,0
0

0
0

そ
の

他

運
営

費
交

付
⾦

債
務

残
高

業
務

等
区

分
⾦

 
 

額

○
臨

床
研

究
業

務
に

つ
い

て
は

、
計

画
ど

お
り

の
業

務
を

達
成

で
き

る
⾒

込
み

で
あ

り
、

翌
事

業
年

度
で

収
益

化
す

る
予

定
で

あ
る

。

○
業

務
達

成
基

準
を

採
⽤

す
る

臨
床

研
究

業
務

に
お

い
て

、
研

究
開

始
に

お
け

る
遅

延
、

研
究

計
画

の
変

更
に

よ
る

未
達

成
額

が
発

⽣
し

た
こ

と
に

よ
り

運
営

費
交

付
⾦

を
債

務
と

し
て

翌
事

業
年

度
に

繰
り

越
し

た
も

の
。

ま
た

、
そ

の
他

は
退

職
⼿

当
に

か
か

る
も

の
で

あ
る

。

臨
床

研
究

業
務

1
5

2
,8

0
5

,3
7

6

診
療

業
務

0

教
育

研
修

業
務

0

情
報

発
信

業
務

0

平
成

２
４

年
度

業
務

達
成

基
準

を
採

⽤
し

た
業

務
に

係
る

分

研
究

業
務

0

そ
の

他

計
2

4
1

,0
6

7
,1

5
2

小
計

2
4

1
,0

6
7

,1
5

2

期
間

進
⾏

基
準

を
採

⽤
し

た
業

務
に

係
る

分
－

0

費
⽤

進
⾏

基
準

を
採

⽤
し

た
業

務
に

係
る

分
－

0

8
8

,2
6

1
,7

7
6
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（
２

）
補

助
⾦

等
の

明
細

（
単

位
：

円
）

0
0

0
4

3
,8

8
8

,0
0

0

0
0

0
2

,6
4

7
,0

0
0

0
0

0
1

7
,5

8
4

,0
0

0

0
0

0
6

4
,1

1
9

,0
0

0

１
８

．
役

員
及

び
職

員
の

給
与

の
明

細
（

単
位

：
円

、
⼈

）

支
給

⼈
員

(0
) 0

(0
)

4
1

(0
)

4
1

（
注

）
１

．

２
．

３
．

支
給

⼈
員

は
、

年
間

平
均

支
給

⼈
数

を
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

４
．

非
常

勤
の

役
員

及
び

職
員

は
、

外
数

と
し

て
（

 
 

）
で

記
載

し
て

お
り

ま
す

。
５

．
中

期
計

画
に

お
い

て
は

、
法

定
福

利
費

等
を

含
め

て
予

算
上

の
⼈

件
費

と
し

て
お

り
ま

す
が

、
上

記
明

細
に

は
法

定
福

利
費

等
は

含
ま

れ
て

お
り

ま
せ

ん
。

職
員

に
対

す
る

給
与

等
の

支
給

基
準

は
、

独
⽴

⾏
政

法
⼈

国
⽴

⻑
寿

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

職
員

給
与

規
程

、
独

⽴
⾏

政
法

⼈
国

⽴
⻑

寿
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
非

常
勤

職
員

給
与

規
程

、
独

⽴
⾏

政
法

⼈
国

⽴
⻑

寿
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
非

常
勤

医
師

及
び

⻭
科

医
師

給
与

規
程

、
独

⽴
⾏

政
法

⼈
国

⽴
⻑

寿
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
職

員
退

職
⼿

当
規

程
に

よ
っ

て
お

り
ま

す
。

役
員

に
対

す
る

報
酬

等
の

支
給

基
準

は
、

独
⽴

⾏
政

法
⼈

国
⽴

⻑
寿

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

役
員

報
酬

規
程

及
び

独
⽴

⾏
政

法
⼈

国
⽴

⻑
寿

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

役
員

退
職

⼿
当

規
程

に
よ

っ
て

お
り

ま
す

。

区
 

 
 

分

役
 

 
 

員

職
 

 
 

員

合
 

 
 

計

計

資
産

⾒
返

補
助

⾦
等

資
本

剰
余

⾦
収

益
計

上
摘

 
要

平
成

２
４

年
度

チ
ー

ム
医

療
普

及
推

進
事

業

平
成

２
４

年
度

多
職

種
協

働
に

よ
る

在
宅

チ
ー

ム
医

療
を

担
う

⼈
材

育
成

事
業

区
 

 
 

 
 

分

平
成

２
４

年
度

⽼
⼈

保
健

事
業

推
進

費
補

助
⾦

当
期

交
付

額

1
9

2
,2

6
6

,3
1

7
3

,1
8

3
,9

3
8

,7
5

8

(6
1

2
,2

6
0

,4
7

2
)

3
,2

3
2

,7
1

3
,5

4
1

建
設

仮
勘

定
補

助
⾦

等

4
3

,8
8

8
,0

0
0

2
,6

4
7

,0
0

0

1
7

,5
8

4
,0

0
0

6
4

,1
1

9
,0

0
0

0 0 0 0

(0
)

(0
)

1
9

2
,2

6
6

,3
1

7

(3
) 3

(3
4

3
)

4
5

9

(3
4

6
)

4
6

2

支
給

額
支

給
⼈

員
退

職
⼿

当
支

給
額

(0
) 0

(3
,3

0
0

,0
0

0
)

4
8

,7
7

4
,7

8
3

(6
0

8
,9

6
0

,4
7

2
)

⻑
期

預
り

補
助

⾦
等

左
の

会
計

処
理

内
訳

報
酬

又
は

給
与
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１
９

．
開

示
す

べ
き

セ
グ

メ
ン

ト
情

報
（

単
位

：
円

）
研

究
事

業
臨

床
研

究
事

業
診

療
事

業
教

育
研

修
事

業
情

報
発

信
事

業
計

法
人

共
通

合
計

事
業

費
用

業
務

費
1

,1
7

8
,7

9
3

,3
8

0
2

,6
6

5
,6

2
2

,6
4

6
4

,7
1

3
,0

8
1

,1
8

8
2

4
1

,2
0

5
,0

8
2

1
3

2
,5

9
8

,1
5

2
8

,9
3

1
,3

0
0

,4
4

8
-

8
,9

3
1

,3
0

0
,4

4
8

⼀
般

管
理

費
5

5
,9

1
9

,6
0

0
7

4
,7

8
0

,3
3

6
1

4
4

,6
9

5
,4

3
8

8
,7

1
1

,4
4

4
5

,0
1

2
,6

7
7

2
8

9
,1

1
9

,4
9

5
-

2
8

9
,1

1
9

,4
9

5

財
務

費
用

0
0

1
0

,0
5

4
,9

9
5

0
0

1
0

,0
5

4
,9

9
5

-
1

0
,0

5
4

,9
9

5

そ
の

他
1

,0
3

0
,9

5
1

4
,7

2
5

,8
9

7
1

4
,9

2
5

,8
1

9
1

7
,1

8
0

9
,4

5
1

2
0

,7
0

9
,2

9
8

-
2

0
,7

0
9

,2
9

8

事
業

費
用

計
1

,2
3

5
,7

4
3

,9
3

1
2

,7
4

5
,1

2
8

,8
7

9
4

,8
8

2
,7

5
7

,4
4

0
2

4
9

,9
3

3
,7

0
6

1
3

7
,6

2
0

,2
8

0
9

,2
5

1
,1

8
4

,2
3

6
-

9
,2

5
1

,1
8

4
,2

3
6

事
業

収
益

研
究

収
益

0
5

2
1

,0
8

9
,0

7
3

-
-

8
5

,0
0

0
,0

0
0

6
0

6
,0

8
9

,0
7

3
-

6
0

6
,0

8
9

,0
7

3

医
業

収
益

-
-

5
,3

5
7

,4
5

4
,8

9
8

-
-

5
,3

5
7

,4
5

4
,8

9
8

-
5

,3
5

7
,4

5
4

,8
9

8

研
修

収
益

-
-

-
3

3
,6

7
8

,7
5

0
-

3
3

,6
7

8
,7

5
0

-
3

3
,6

7
8

,7
5

0

教
育

収
益

-
-

-
-

-
0

-
0

運
営

費
交

付
⾦

収
益

1
,1

0
6

,2
7

1
,9

8
9

2
,0

8
2

,2
5

0
,9

7
5

1
5

3
,9

7
9

,4
6

3
1

8
2

,0
1

7
,0

0
0

1
,9

6
6

,0
0

0
3

,5
2

6
,4

8
5

,4
2

7
-

3
,5

2
6

,4
8

5
,4

2
7

補
助

⾦
等

収
益

0
4

6
,5

3
5

,0
0

0
0

1
7

,5
8

4
,0

0
0

0
6

4
,1

1
9

,0
0

0
-

6
4

,1
1

9
,0

0
0

寄
附

⾦
収

益
1

,6
7

2
,0

9
6

3
,0

2
0

,4
6

7
1

0
2

,1
7

2
0

0
4

,7
9

4
,7

3
5

-
4

,7
9

4
,7

3
5

資
産

⾒
返

負
債

戻
⼊

-

資
産

⾒
返

運
営

費
交

付
⾦

戻
⼊

7
,8

6
8

,6
7

1
6

6
,2

3
5

,0
9

0
0

0
0

7
4

,1
0

3
,7

6
1

-
7

4
,1

0
3

,7
6

1

資
産

⾒
返

補
助

⾦
等

戻
⼊

3
7

,0
6

2
,8

3
4

1
2

,8
9

5
,1

5
1

5
6

,5
3

8
,5

8
7

0
0

1
0

6
,4

9
6

,5
7

2
-

1
0

6
,4

9
6

,5
7

2

資
産

⾒
返

寄
附

⾦
戻

⼊
5

,2
1

4
,2

2
9

5
0

9
,8

3
5

1
2

4
,9

9
8

0
0

5
,8

4
9

,0
6

2
-

5
,8

4
9

,0
6

2

施
設

費
収

益
2

,2
2

1
,9

3
1

0
0

0
0

2
,2

2
1

,9
3

1
-

2
,2

2
1

,9
3

1

財
務

収
益

5
0

3
,6

2
2

6
9

8
,7

3
6

1
,7

1
7

,6
1

5
7

2
,1

3
6

2
8

,2
2

9
3

,0
2

0
,3

3
8

-
3

,0
2

0
,3

3
8

そ
の

他
6

,6
1

0
,5

9
0

4
,1

8
9

,9
6

4
1

4
,9

1
9

,8
5

1
7

9
6

,6
9

2
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決 算 報 告 書決 算 報 告 書決 算 報 告 書決 算 報 告 書



【独⽴⾏政法⼈国⽴⻑寿医療研究センター】 （単位：円）
区  分 予算額 決算額 差額 備考

収入
運営費交付⾦ 3,851,736,000 3,742,683,000 △ 109,053,000 運営費交付⾦の減額による。

施設整備費補助⾦ 0 625,259,000 625,259,000 補助⾦の受入による。

業務収入 5,393,144,380 6,009,609,189 616,464,809

その他の収入 1,200,000 2,001,753,365 2,000,553,365
定期預⾦払い戻し及び貸付⾦の回収等によ
る。

計 9,246,080,380 12,379,304,554 3,133,224,174

支出
業務経費 8,430,705,332 8,509,516,409 78,811,077

研究業務経費 1,139,738,197 1,156,177,399 16,439,202 経費等の増による。

臨床研究業務経費 2,281,094,429 2,337,548,090 56,453,661 ⼈件費等の増による。

診療業務経費 4,458,568,612 4,392,021,445 △ 66,547,167 経費等の削減による。

教育研修業務経費 201,756,911 239,290,162 37,533,251 ⼈件費・経費等の増による。

情報発信業務経費 16,080,880 99,576,875 83,495,995 ⼈件費・経費等の増による。

その他の経費 333,466,303 284,902,438 △ 48,563,865 ⼈件費等の削減による。

施設整備費 1,190,202,000 1,856,275,508 666,073,508

借入⾦償還 101,965,104 101,965,104 0

支払利息 10,090,693 10,090,693 0

その他の支出 118,181,893 1,692,836,704 1,574,654,811

計 9,851,145,022 12,170,684,418 2,319,539,396

（注）損益計算書の計上額と決算額の集計区分の相違の概要は、以下のとおりであります。

決 算 報 告 書
（平成２４年４⽉１⽇〜平成２５年３⽉３１⽇）

  （２）損益計算書の⼀般管理費、その他経常費⽤は、決算報告書上は業務経費の「その他の経費」に含んでおります。
  （１）損益計算書の補助⾦等収益、業務収益、寄附⾦収益、財務収益、その他経常収益は、決算報告書上は「業務収入」に含んでおります。

医業収入の増による。

定期預⾦の預け入れ等による。

  （３）予算額の計上に準じ決算額においても未払⾦等の加減は⾏っておりません。

実験動物施設棟の完成に伴う支出等によ
る。
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会計監査人の意見会計監査人の意見会計監査人の意見会計監査人の意見



 

独立監査人の監査報告書 
 

平成 25 年６月 18 日 

独立行政法人国立長寿医療研究センター 

理事長 大島 伸一 殿 

有限責任 あずさ監査法人 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 安藤 泰行  ㊞ 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 湯本 秀之  ㊞ 

 

＜財務諸表監査＞ 

当監査法人は、独立行政法人通則法（以下「通則法」という。）第 39 条の規定に基づき、独立行政法人

国立長寿医療研究センターの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第３期事業年度の利益の処分

に関する書類（案）を除く財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、キャッシュ・フロー計算書、行

政サービス実施コスト計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細書について監査を行った。 

 

財務諸表に対する独立行政法人の長の責任 

独立行政法人の長の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる独立行政法人の会計の基準に準

拠して財務諸表（利益の処分に関する書類（案）を除く。以下同じ。）を作成し適正に表示することにある。

これには、不正及び誤謬並びに違法行為による重要な虚偽の表示のない財務諸表を作成し適正に表示するた

めに独立行政法人の長が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

 

会計監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表

明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる独立行政法人の監査の基準

に準拠して監査を行った。この監査の基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの

合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。監査は、

独立行政法人の長又はその他の役員若しくは職員による不正及び誤謬並びに違法行為が財務諸表に重要な虚

偽の表示をもたらす要因となる場合があることに十分留意して計画される。 

監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手

続は、当監査法人の判断により、不正及び誤謬並びに違法行為による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの

評価に基づいて選択及び適用される。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するため

のものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するた

めに、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、独立行政法人の長が

採用した会計方針及びその適用方法並びに独立行政法人の長によって行われた見積りの評価も含め全体とし

ての財務諸表の表示を検討することが含まれる。 

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。この基礎には、

当監査法人が監査を実施した範囲においては、財務諸表に重要な虚偽の表示をもたらす独立行政法人の長又

はその他の役員若しくは職員による不正及び誤謬並びに違法行為の存在は認められなかったとの事実を含ん

でいる。なお、当監査法人が実施した監査は、財務諸表の重要な虚偽の表示の要因とならない独立行政法人

の長又はその他の役員若しくは職員による不正及び誤謬並びに違法行為の有無について意見を述べるもので

はない。 

 

監査意見 

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる独立行政法人の会計の基

準に準拠して、独立行政法人国立長寿医療研究センターの財政状態、運営状況、キャッシュ・フローの状況

及び行政サービス実施コストの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。 
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＜通則法が要求する利益の処分に関する書類（案）及び決算報告書に対する意見＞ 

当監査法人は、通則法第 39 条の規定に基づき、独立行政法人国立長寿医療研究センターの平成 24 年４月

１日から平成 25 年３月 31 日までの第３期事業年度の利益の処分に関する書類（案）及び決算報告書につい

て監査を行った。 

 

利益の処分に関する書類（案）及び決算報告書に対する独立行政法人の長の責任 

独立行政法人の長の責任は、法令に適合した利益の処分に関する書類（案）を作成すること及び予算の区

分に従って決算の状況を正しく示す決算報告書を作成することにある。 

 

会計監査人の責任 

当監査法人の責任は、利益の処分に関する書類（案）が法令に適合して作成されているか及び決算報告書

が予算の区分に従って決算の状況を正しく示しているかについて、独立の立場から意見を表明することに

ある。 

 

通則法が要求する利益の処分に関する書類（案）及び決算報告書に対する監査意見 

当監査法人の監査意見は次のとおりである。 

(1) 利益の処分に関する書類（案）は、法令に適合しているものと認める。 

(2) 決算報告書は、独立行政法人の長による予算の区分に従って決算の状況を正しく示しているものと認

める。 

 

＜事業報告書に対する報告＞ 

当監査法人は、通則法第 39 条の規定に基づき、独立行政法人国立長寿医療研究センターの平成 24 年４月

１日から平成 25 年３月 31 日までの第３期事業年度の事業報告書（会計に関する部分に限る。）について監査

を行った。なお、事業報告書について監査の対象とした会計に関する部分は、事業報告書に記載されている

事項のうち会計帳簿の記録に基づく記載部分である。 

 

事業報告書に対する報告 

当監査法人は、事業報告書（会計に関する部分に限る。）が独立行政法人国立長寿医療研究センターの財政

状態及び運営状況を正しく示しているものと認める。 

 

利害関係 

独立行政法人と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。 

 

以 上 
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